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Ｊ
Ａ
し
ま
ね
西
い
わ
み
地
区
本
部
と
益
田
メ
ロ
ン
部
会
は
５
月
27
日
、
益
田
市

飯
田
町
の
Ｊ
Ａ
し
ま
ね
飯
田
選
果
場
で
、
山
本
浩
章
益
田
市
長
・
関
係
機
関
の
職

員
な
ど
多
く
の
関
係
者
を
来
賓
に
迎
え
、
令
和
８
年
産
益
田
ア
ム
ス
メ
ロ
ン
の
初

出
荷
式
を
行
い
ま
し
た
。

開
式
に
あ
た
り
西
い
わ
み
地
区
本
部
の
竹
長
隆
本
部
長
は
挨
拶
で
、
今
日
ま
で
の
生
産
者
の
栽

培
努
力
に
対
す
る
敬
意
を
伝
え
た
後
、
現
在
計
画
中
の
多
目
的
選
果
施
設
の
建
設
に
つ
い
て
触
れ

「
建
設
後
の
施
設
利
用
拡
大
に
向
け
て
、
更
な
る
生
産
振
興
等
生
産
者
の
皆
さ
ん
の
協
力
を
お
願

い
す
る
。
今
年
も
夏
に
向
け
て
高
温
が
予
想
さ
れ
て
お
り
、
体
調
管
理
に
は
十
分
注
意
を
さ
れ
栽

培
に
励
ん
で
い
た
だ
き
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

続
い
て
益
田
メ
ロ
ン
部
会
の
世
良
竜
一
部
会
長
は
「
低
温
の
影
響
も
な
く
概
ね
順
調
に
推
移
し
、
交
配
も
昨
年
に
比
べ
て
２
日
程
度
早
い

３
月
31
日
か
ら
と
な
っ
た
。
４
月
の
曇
雨
天
に
よ
っ
て
玉
肥
大
が
若
干
遅
れ
た
も
の
の
、
６
月
の
ピ
ー
ク
時
ま
で
に
は
４
Ｌ
中
心
の
出
荷
と
な

る
見
込
み
で
、
全
体
的
に
今
年
も
良
質
な
メ
ロ
ン
に
仕
上
が
っ
た
。
生
産
者
並
び
に
選
果
場
ス
タ
ッ
フ
の
皆
さ
ん
に
は
、
今
後
の
体
調
の
管
理

等
十
分
ご
留
意
の
上
、
11
月
秋
作
ア
ー
ル
ス
メ
ロ
ン
の
出
荷
終
了
ま
で
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。

来
賓
を
代
表
し
て
山
本
益
田
市
長
よ
り
ご
挨
拶
を
い
た
だ
き「
Ｇ
Ｉ
登
録
さ
れ
た
益
田
ア
ム
ス
メ
ロ
ン
は
益
田
が
誇
る
農
産
品
で
あ
り
、

メ
ロ
ン
農
家
の
方
だ
け
で
な
く
益
田
市
の
農
業
振
興
全
体
を
牽
引
す
る
作
物
と
し
て
頑
張
っ
て
い
た
だ

き
た
い
。
計
画
中
の
新
た
な
選
果
場
の
利
用
拡
大
の
た
め
に
も
、
生
産
量
の
拡
大
や
新
規
就
農
者
の
確

保
等
、
生
産
者
の
皆
様
に
も
ご
協
力
を
い
た
だ
き
た
い
」
と
話
さ
れ
、
販
売
目
標
達
成
祈
念
と
生
産
者
・

選
果
場
ス
タ
ッ
フ
に
対
す
る
労
い
の
言
葉
が
あ
り
ま
し
た
。

初
出
荷
の
こ
の
日
は
４
人
の
生
産
者
が
３
，１
３
５
キ
ロ
を
出
荷
し
、
選
果
後
箱
詰
め
さ
れ
た

６
２
７
ケ
ー
ス
の
ア
ム
ス
メ
ロ
ン
は
、
地
元
益
田
青
果
市
場
を
は
じ
め
京
阪
神
や
広
島
市
場
な
ど
、
県

内
外
の
市
場
へ
と
発
送
さ
れ
ま
し
た
。

西
い
わ
み
地
区
本
部
営
農
経
済
部
指
導
販
売
課
の
森
本
大
史
課
長
は
、「
２
月
17
日
よ
り
順
次
定
植

が
始
ま
り
、
気
温
も
安
定
し
た
中
で
活
着
は
概
ね
順
調
に
推
移
し
、
生
産
者
が
こ
れ
ま
で
培
っ
て
き
た

経
験
と
栽
培
管
理
の
徹
底
に
よ
り
、
昨
年
同
様
に
安
心
と
自
信
を
持
っ
て
市
場
に
送
り
出
せ
る
メ
ロ
ン

に
仕
上
が
っ
た
。
地
理
的
表
示
（
Ｇ
Ｉ
）
取
得
２
年
目
の
今
年
は
、
誇
り
あ
る
地
域
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て

更
な
る
有
利
販
売
に
努
め
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

同
課
で
は
出
荷
の
ピ
ー
ク
を
６
月
９
日
前
後
、
日
量
20
ト
ン
（
４
，０
０
０
ケ
ー
ス
）
と
し
、
７
月

上
旬
ま
で
の
総
出
荷
数
量
３
３
０
ト
ン
（
６
６
，０
０
０
ケ
ー
ス
／
5
キ
ロ
）・
販
売
金
額
２
億
２
千
万

円
の
目
標
達
成
に
向
け
、
令
和
８
年
産
益
田
ア
ム
ス
メ
ロ
ン
の
出
荷
を
開
始
し
ま
し
た
。

最高の出来に仕上がったアムスメロン赤秀品、
サイズは４L。糖度は１４度以上。

島
根
県
を
代
表
す
る
責
任
あ
る
産
地

令
和
８
年
産
益
田
ア
ム
ス
メ
ロ
ン
の
出
荷
始
ま
る　

スタッフは選果が始まる前に入念な目合わせを行いました。関係者全員が万歳で初荷を見送りました。

竹長本部長
挨拶

世良部会長
挨拶

来賓を代表して
山本市長にご挨拶を

いただきました。



Ｊ
Ａ
し
ま
ね
西
い
わ
み
青
年
連
盟（
中
島
貴
博
委
員
長
）

は
５
月
22
日
、
西
い
わ
み
地
区
本
部
会
議
室
に
お
い
て
令

和
７
年
度
通
常
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

開
会
に
あ
た
っ
て
中
島
委
員
長
は
「
年
々
気
温
が
上
昇

し
生
産
現
場
で
の
作
業
等
大
変
だ
と
思
う
が
、
お
互
い
に

体
調
に
気
を
付
け
て
頑
張
っ
て
い
こ
う
」と
挨
拶
し
ま
し
た
。

西
い
わ
み
地
区
本
部
の
竹
長
隆
本
部
長
が
来
賓
挨
拶
を

行
い
、「
楽
し
め
る
か
で
は
な
く
楽
し
も
う
、
や
ら
な
い

後
悔
よ
り
や
っ
て
後
悔
す
る
、
行
動
し
な
い
限
り
何
も
変

わ
ら
な
い
、
今
や
る
こ
と
が
未
来
の
自
分
を
助
け
て
く
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
気

持
ち
を
切
り
替
え
る
こ
と
も
重
要
で
、
皆
さ
ん
も
こ
の
先
の
暑
さ
に
負
け
る
こ

と
な
く
元
気
に
頑
張
っ
て
下
さ
い
」
と
地
元
農
業
の
将
来
を
担
う
青
年
連
盟
の

発
展
と
活
躍
に
エ
ー
ル
を
贈
り
ま
し
た
。

続
い
て
島
根
県
農
業
青
年
組
織
協
議
会
か
ら
石
橋
康
邦
副
会
長
が
来
賓
と
し

て
出
席
、「
農
業
を
取
り
巻
く
各
種
制
度
の
見
直
し
が
行
わ
れ
る
こ
と
と
な
っ

て
お
り
、
実
際
に
制
度
を
利
用
し
て
い
る
皆

さ
ん
か
ら
状
況
を
聴
き
、
現
場
の
意
見
と
し

て
改
善
点
等
を
強
く
訴
え
て
い
き
た
い
。
11

月
４
日
に
は
県
の
意
見
交
換
会
も
あ
り
、
各

委
員
長
へ
出
席
を
要
請
し
て
い
る
が
、
盟
友

の
皆
さ
ん
も
傍
聴
す
る
な
ど
積
極
的
に
参
加

し
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
県
協
議
会
の
活
動

状
況
な
ど
を
報
告
し
ま
し
た
。

中
島
委
員
長
が
議
長
を
務
め
議
案
審
議
を

行
い
、
令
和
７
年
度
実
施
事
業
及
び
決
算
、

令
和
８
年
度
に
向
け
た
事
業
方
針
並
び
に
予

算
案
等
を
可
決
承
認
し
た
後
、
第
４
号
議
案

に
掲
げ
た
役
員
改
選
で
中
島
委
員
長
の
留
任

を
決
定
し
全
て
の
議
案
を
終
了
し
ま
し
た
。

11

11
月
23
日
に
営
ま
れ
る
新
嘗
祭
に
献
上
す
る
米
の
御
田
植
式

が
５
月
９
日
、
吉
賀
町
の
農
事
組
合
法
人
“
立
河
内
絆
”
が
管

理
す
る
１
，８
７
２
㎡
の
水
田
で
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

御
田
植
式
の
会
場
と
な
っ
た
圃
場
傍
の
式
場
で
は
、
三
宮
神
社

小
谷
川
圭
宮
司
に
よ
る
祝
詞
が
奏
上
さ
れ
、
奉
耕
者
で
あ
る
神

手
勇
治
さ
ん
・
良
子
さ
ん
夫
妻
を
は
じ
め
丸
山
達
也
島
根
県
知

事
、
岩
本
一
巳
吉
賀
町
長
、
Ｊ
Ａ
し
ま
ね
か
ら
は
日
髙
光
弘
副
組

合
長
、
西
い
わ
み
地
区
本
部
竹
長
隆
本
部
長
、
地
元
六
日
市
支

店
の
森
本
司
支
店
長
な
ど
多
く
の
関
係
者
が
参
列
し
ま
し
た
。

斎
田
清
祓
が
行
わ
れ
た
の
ち
、
奉
耕
者
を
先
頭
に
丸
山
知
事

ら
関
係
者
と
地
元
中
高
生
７
人
の
早
乙
女
が
献
穀
田
に
横
一
列

に
並
び
、
手
渡
さ
れ
た
コ
シ
ヒ
カ
リ
の
苗
を
丁
寧
に
植
え
て
い

き
ま
し
た
。

立
河
内
地
区
は
清
流
高
津
川
の
上
流
域
に
位
置
し
、
農
事
組

合
法
人
立
河
内
絆
は
美
味
し
ま
ね
認
証
・
有
機
Ｊ
Ａ
Ｓ
認
定
を

取
得
し
、
ア
イ
ガ
モ
農

法
に
よ
る
有
機
栽
培
を

基
本
と
し
て
い
ま
す
。

式
の
終
わ
り
に
あ
た

り
神
手
勇
治
さ
ん
は「
こ

の
度
の
献
穀
は
中
山
間

地
域
で
農
業
を
営
む
者

の
大
き
な
励
み
に
な
る
。

新
嘗
祭
に
献
上
す
る
お

米
に
相
応
し
い
も
の
と

な
る
よ
う
、
心
を
込
め

て
安
全
安
心
な
米
づ
く

り
に
努
め
て
ま
い
り
た

い
」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。

新
嘗
祭
献
穀
御
田
植
式

西
い
わ
み
青
年
連
盟
が

通
常
総
会
を
開
催

斎田清祓の儀

奉耕者を真中に横一列に並び御田植の儀

中島委員長
挨拶

竹長本部長
挨拶

石橋県協議会
副会長挨拶

この日の総会に、西いわみ地区本部で研修中の全国農
業協同組合連合会の新入職員も参加、実際に現場で頑
張る若い農業者と意見を交わしました。

今回の献上米はアイガモによる有機農法で育てられ、９月上旬に御抜
穂式（稲刈り）を行い１０月下旬に奉納される予定です。
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日
原
山
葵
生
産
組
合
通
常
総
会
開
催

青
空
の
も
と
定
期
総
会
を
開
催

日
原
山
葵
生
産
組
合
（
大
庭
敏
成
組
合
長
）

は
５
月
８
日
、
Ｊ
Ａ
し
ま
ね
日
原
支
店
ひ
ま
わ

り
の
会
議
室
に
お
い
て
第
59
回
通
常
総
会
を
開

催
し
ま
し
た
。

開
会
に
あ
た
り
大
庭
組
合
長
は
「
山
葵
の
近

況
に
つ
い
て
は
世
界
各
地
で
の
紛
争
等
不
安
定

な
状
況
や
、
国
内
の
物
価
高
等
先
行
き
が
見
通

せ
な
い
状
況
と
い
え
る
。
生
産
面
に
お
い
て
も

温
暖
化
の
影
響
か
ら
こ
れ
ま
で
通
り
の
作
物
づ

く
り
が
困
難
な
状
況
と
な
っ
て
お
り
、
生
産
の

安
定
が
図
ら
れ
ず
価
格
も
乱
高
下
が
続
い
て
い

る
。
需
給
バ
ラ
ン
ス
の
崩
れ
か
ら
市
況
も
不
安

定
で
あ
り
、
需
要
は
あ
る
が
生
産
量
は
伸
び
て

い
な
い
と
い
っ
た
状
況
に
あ
る
。
組
合
と
し
て

は
苗
の
確
保
に
力
を
入
れ
、
地
元
産
地
で
苗
が

供
給
で
き
る
体
制
を
確
立
す
る
こ
と
が
担
い
手
の
確
保
に
も
つ
な
が
る
も
の

と
思
っ
て
い
る
。
本
日
の
議
題
に
対
し
慎
重
審
議
を
い
た
だ
き
ご
意
見
を
賜

り
た
い
」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
し
ま
ね
西
い
わ
み
地
区
本
部
竹
長
隆
本
部
長
の
挨
拶
に
続
き
、
津
和

野
町
下
森
博
之
町
長
の
来
賓
挨
拶
を

受
け
、
大
庭
組
合
長
の
議
事
進
行
で

令
和
８
年
度
事
業
計
画
に
掲
げ
た
、

「
出
荷
量
の
拡
大
」「
生
産
性
の
向
上
」

「
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
日
原
と
の
連
携
に

よ
る
販
売
促
進
」「
生
産
履
歴
記
録

台
帳
の
取
り
組
み
の
徹
底
」「
全
国

わ
さ
び
生
産
者
大
会
へ
の
参
加
」
な

ど
、
全
て
の
議
案
を
全
会
一
致
で
可

決
承
認
し
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
し
ま
ね
西

い
わ
み
女
性
部
西

益
田
支
部
（
山
本

喜
久
子
支
部
長
）

は
４
月
26
日
、
部

員
の
松
田
美
穂
子

さ
ん
の
実
家
で
も

あ
る
向
横
田
町
の

大
庭
農
園
へ
出
か

け
、
恒
例
と
な
っ

た
山
菜
採
り
＆
山

菜
ラ
ン
チ
の
会
を

兼
ね
た
定
期
総
会

を
行
い
ま
し
た
。

西
益
田
支
店
が

あ
る
横
田
町
の
中
心
部
か
ら
北
西
に
約
５
キ
ロ
の
高
台
に
あ
る
大
庭
農

園
は
、
松
田
さ
ん
の
父
主
税
さ
ん
が
葉
タ
バ
コ
を
中
心
に
生
産
さ
れ
て

い
た
広
大
な
開
拓
地
。
春
の
山
菜
採
り
や
秋
の
栗
拾
い
な
ど
自
然
を
満

喫
す
る
に
は
最
高
の
場
所
で
、
近
年
西
益
田
支
部
女
性
部
員
の
絶
好
の

活
動
ポ
イ
ン
ト
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
日
も
山
菜
採
り
を
兼
ね
た
総
会
の
開
催
と
あ
っ
て
、
部
員
の
皆

さ
ん
は
ア
ウ
ト
ド
ア
ス
タ
イ
ル
で
参
加
、初
め
て
の
試
み
と
な
っ
た『
西

益
田
支
店
ま
つ
り
』
へ
の
参
加
な
ど
、
令
和
７
年
度
に
行
っ
た
行
事
や

イ
ベ
ン
ト
を
振
り
返
り
、
令
和
８
年
度
に
お
け
る
活
動
計
画
や
予
算
案

を
決
定
し
ま
し
た
。

今
年
３
月
の
定
期
人
事
異
動
で
西
益
田
支
店
に
赴
任
し
た
大
庭
伸
次

支
店
長
も
、
山
菜
採
り
・
山
菜
ラ
ン
チ
を
楽
し
み
な
が
ら
の
総
会
に
出

席
し
、
改
め
て
自
身
の
紹
介
と
女
性
部
西
益
田
支
部
へ
の
活
動
協
力
を

伝
え
ま
し
た
。

大庭組合長
挨拶

竹長本部長
ＪＡ挨拶

下森町長
挨拶

下森町長にはご多忙のところご臨席い
ただきご挨拶を頂戴しました。

同支部の設立以降活動の輪が広がり、自然の中での山菜採
りなど家族参加型のイベント等を開催してきました。

参加者全員で準備したランチの味は最高でした！
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西
い
わ
み
女
性
部
美
都
支
部
が

通
常
総
会
を
開
催

西
い
わ
み
女
性
部
鎌
手
支
部
総
会
開
催

Ｊ
Ａ
し
ま
ね
西
い
わ
み

女
性
部
美
都
支
部
（
佐
々

木
孝
子
支
部
長
）
は
４
月

30
日
、
益
田
市
美
都
町
東

仙
道
公
民
館
に
お
い
て
令

和
７
年
度
総
会
を
開
催
し

ま
し
た
。

開
会
に
あ
た
り
佐
々
木

支
部
長
は
、
総
会
に
出
席

し
て
い
た
だ
い
た
会
員
の

皆
さ
ん
に
感
謝
の
気
持
ち

を
述
べ
、「
ゆ
っ
く
り
と

楽
し
ん
で
和
や
か
な
時
間

を
過
ご
し
て
ほ
し
い
」
と

挨
拶
し
ま
し
た
。

続
い
て
来
賓
挨
拶
を
西
い
わ
み
地
区
本
部
の
竹
長
隆
本
部
長
が
行

い
、「
総
会
に
声
掛
け
を
し
て
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
の
ち
ほ
ど
Ｊ
Ａ
の
状
況
に
つ
い
て
も
お
話
を
さ
せ
て
い
た
だ
き

た
い
」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。

佐
々
木
支
部
長
が
議
長
を
務
め
議
案
審
議
を
行
い
、
令
和
７
年
度

の
活
動
報
告
及
び
決
算
の
報
告
、
令
和
８
年
度
の
活
動
方
針
・
予
算

案
に
つ
い
て
審
議
し
可
決
承
認
し
ま
し
た
。

総
会
終
了
後
は
、
益
田
東
支
店
の
田
川
職
員
が
共
済
・
金
融
・
や

す
ら
ぎ
会
員
等
、
Ｊ
Ａ
か
ら
の
お
知
ら
せ
に
つ
い
て
説
明
を
行
っ
た

後
、
全
員
で
家
の
光
の
健
康
運
動
『
上
を
向
い
て
歩
こ
う
』
と
『
涙

の
リ
ク
エ
ス
ト
』
を
元
気
一
杯
踊
り
、
最
後
に
竹
長
本
部
長
か
ら
Ｊ

Ａ
の
状
況
に
つ
い
て
の
報
告
を
受
け
ま
し
た
。

昼
食
中
も
会
員
同
士
の
会
話
は
絶
え
る
こ
と
な
く
笑
顔
が
あ
ふ

れ
、
共
に
楽
し
い
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
し
ま
ね
西
い
わ
み
女
性
部
鎌
手
支
部
（
亦
賀
ア
ツ
子
支
部
長
）
は

５
月
12
日
、
鎌
手
公
民
館
で
令
和
７
年
度
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

開
会
に
あ
た
っ
て
出
席
者
全
員
で
Ｊ
Ａ
女
性
組
織
綱
領
の
唱
和
を
行
っ

た
の
ち
、
亦
賀
支
部
長
は
「
令
和
の
米
騒
動
等
物
価
の
高
騰
で
暮
ら
し
に

く
さ
を
感
じ
て
い
る
。
地
域
の
仲
間
づ
く
り
で
お
互
い
に
つ
な
が
る
思
い

や
り
を
持
ち
、
無
理
な
く
楽
し
ん
で
活
動
が
で
き
た
ら
と
思
う
。
令
和
８

年
度
の
活
動
に
対
し
て
も
引
き
続
き
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。

続
い
て
益
田
東
支
店
の
佐
々
木
暢
支
店
長
が
挨
拶
を
行
い
、
３
月
の
定

期
人
事
異
動
で
益
田
東
支
店
勤
務
と
な
っ
た
自
身
の
紹
介
に
合
わ
せ
、
令

和
８
年
度
の
支
部
の
取
り
組
み
・
活
動
に
対
す
る
協
力
を
伝
え
ま
し
た
。

大
浜
地
区
の
佐
々
木
千
鶴
さ
ん
が
議
事
の
進
行
役
を
務
め
、
令
和
７
年

度
に
お
け
る
活
動
及
び
収
支
決
算
、
令
和
８
年
度
の
活
動
計
画
並
び
に
予

算
案
を
全
会
一
致
で
可
決
承
認
し
ま
し
た
。

『上を向いて歩こう』に合わせて全員で健康運動！

開会にあたって亦賀支部長挨拶元気な声で楽しく過ごしたこの日、令和８年度も鎌手支部は
最高のスタートを切りました。

総会終了後は、益田レクリエーション協会の指導で、ジャン
ケンやお手玉を使った運動など、簡単そうで意外と難しい
ゲームに挑戦しました。

５チームに分かれてカレーづ
くりゲーム。トップで全ての
材料が揃った瞬間です！

このチームはカレールーの
カードを待っていました。
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令
和
８
年
産
柚
子
の
着
花
点
検
を

行
い
ま
し
た

島
根
県
立
益
田
養
護
学
校
で
バ
ケ
ツ
稲
づ
く
り
に
挑
戦

美
都
町
柚
子
生
産
者
組
合
（
澄
川
晋
二
組
合
長
）
は
５
月
21
日
、
管

内
の
柚
子
の
着
花
状
況
を
確
認
し
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
し
ま
ね
美
都
事
業
所
に
集
合
し
た
生
産
者
組
合
の
役
員
・
島
根

県
西
部
農
林
水
産
振
興
セ
ン
タ
ー
益
田
事
務
所
農
業
部
職
員
・
Ｊ
Ａ
担

当
職
員
は
４
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
美
都
町
内
の
生
産
者
圃
場
を
巡
回

し
、
着
花
状
況
に
併
せ
病
害
虫
等
発
生
の
有
無
や
樹
木
の
状
態
に
つ
い

て
も
確
認
し
ま
し
た
。

町
内
の
26
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
圃
場
に
約
２
４
，０
０
０
本
の
柚
子
が
植

え
ら
れ
て
お
り
、
今
回
の
調
査
で
は
生
産
者
約
60
人
の
圃
場
で
、
１
本

あ
た
り
の
着
花
数
量
を
手
に
し
た
カ
ウ
ン
タ
ー
で
数
え
、
圃
場
に
植
え

ら
れ
て
い
る
本
数
を
参
考
に
花
の
咲
き
具
合
か
ら
今
年
産
の
収
量
予
測

を
立
て
ま
し

た
。確

認
作
業

を
終
え
た
同

組
合
で
は
、

調
査
し
た
圃

場
で
は
花
付

も
良
く
目

立
っ
た
病
害

虫
被
害
も
見

ら
れ
ず
、
令

和
８
年
産
柚

子
の
収
穫
は

例
年
並
み
の

１
２
０
ト
ン

前
後
と
予
測

し
ま
し
た
。

花の状態から結果後の生理落下等を考慮し１本あたりの収穫量を予測します。

前日の降雨で増水していたので、少し水を抜いて苗代の状態を整えました。

しばらく建物傍に仮置きし、苗の成長を待ちます。
約３週間後、成長した苗をバケツの中心部にまとめる苗寄せを行います。

苗代も種もみの
発芽状態も
バッチリ。

益
田
養
護
学
校
中
学
部
の
生
徒
６
人
が
５
月
22
日
、
令
和
８
年
産
バ
ケ
ツ
稲
づ
く

り
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。

こ
の
日
臨
時
講
師
に
招
か
れ
た
Ｊ
Ａ
し
ま
ね
西
い
わ
み
地
区
本
部
営
農
経
済
部
の

岡
本
忠
明
米
穀
課
長
と
、
食
育
を
担
当
す
る
営
農
企
画
課
の
城
市
明
美
職
員
は
、
事

前
に
芽
出
し
が
行
わ
れ
た
種
籾
を
手
に
「
バ
ケ
ツ
の
中
の
土
を
軽
く
指
で
押
し
て
窪

み
を
作
り
、
そ
こ
へ
籾
を
一
粒
ず
つ
撒
い
て
く
だ
さ
い
」
と
手
本
を
示
し
な
が
ら
説

明
し
、
み
ん
な
も
自
分
が
発
芽
さ
せ
た
種
籾
を
丁
寧
に
落
と
し
て
い
き
ま
し
た
。

６
月
に
行
う
苗
寄
せ
（
定
植
）
後
は
、
一
般
の
水
田
と
同
様
に
毎
日
の
水
の
確
認

や
成
長
に
伴
う
中
干
し
な
ど
、秋
の
収
穫
ま
で
様
々
な
管
理
作
業
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

み
ん
な
が
自
分
の
稲
を
観
察
し
よ
う
と
毎
日
足
を
運
ぶ
こ
と
で
、
バ
ケ
ツ
越
し
に

伝
わ
る
足
音
を
聞
い
て
稲
は
す
く
す
く
と
育
っ
て
い
き
ま
す
。
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津
和
野
町
農
業
青
年
ク
ラ
ブ
餅
つ
き
即
売

津
和
野
町
農
業
青
年
ク
ラ
ブ
（
田
中
懸
志
朗
会
長
）
は
５
月
15
日
、
津
和
野
太
皷
谷
稲

成
神
社
春
季
大
祭
に
合
わ
せ
て
、
Ｊ
Ａ
し
ま
ね
津
和
野
支
店
前
で
餅
つ
き
の
実
演
販
売
を

行
い
ま
し
た
。

春
・
秋
の
大
祭
に
つ
く
モ
チ
米
の
量
は
そ
れ

ぞ
れ
60
キ
ロ
、
こ
の
日
も
女
性
部
津
和
野
支
部

（
中
川
美
恵
子
支
部
長
）
と
連
携
し
、
お
馴
染

み
の
草
餅
・
平
餅
・
餡
餅
な
ど
に
仕
上
げ
て
い

き
ま
し
た
。

青
年
ク
ラ
ブ
の
メ
ン
バ
ー
が
力
強
く
振
り
下

ろ
す
杵
が
弾
力
と
粘
り
の
あ
る
餅
に
仕
上
げ
、

こ
の
日
を
楽
し
み
に
待
っ
て
い
た
人
た
ち
は
テ

ン
ト
前
で
希
望
す
る
餅
を
注
文
し
て
い
ま
し
た
。

ク
ラ
ブ
の
メ
ン
バ
ー
が
代
わ
る
代
わ
る
つ
き
上

げ
る
餅
も
、
出
来
上
が
り
を
待
っ
て
い
た
方
が

次
々
と
購
入
し
、
陳
列
用
に
設
置
し
た
テ
ー
ブ
ル

に
製
品
が
並
ぶ
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

支
店
前
を
行
き
交
う
参
拝
者
や
県
外
ナ
ン

バ
ー
の
車
が
ス
ピ
ー
ド
を
緩
め
、
餅
を
つ
く
杵

の
響
き
に
誘
わ
れ
る
よ
う
に
、
昔
な
が
ら
の
餡

子
餅
や
草
餅
を
買
い
求
め
て
い
ま
し
た
。

畜
　
産

５月西部子牛市場成績（税込）� （単位：円・㎏）
市町村 性別 頭数 最　高 最　低 平　均 平均体重

益 田 市
（益　田）

雌 33 875,600 760,100 831,167 319
去勢 52 1,105,500 632,500 931,592 342
計 85 892,644 333

益 田 市
（美　都）

雌 2 828,300 806,300 817,300 330
去勢 0
計 2 817,300 330

益 田 市
（匹　見）

雌 4 773,300 817,300 766,700 307
去勢 1 848,100 848,100 848,100 352
計 5 796,840 316

津和野町
（津和野）

雌 2 847,000 847,000 847,000 329
去勢 5 913,000 816,200 870,320 347
計 7 852,971 332

津和野町
（日　原）

雌 4 838,200 784,300 811,067 296
去勢 3 1,028,500 849,200 933,533 367
計 7 872,300 332

吉 賀 町
（柿　木）

雌 0
去勢 1 881,100 881,100 881,100 314
計 1 881,100 314

吉 賀 町
（六日市）

雌 2 895,400 731,500 813,450 281
去勢 0
計 2 813,450 281

西いわみ
管内合計

雌 47 895,400 731,500 824,584 315
去勢 62 1,105,500 632,500 924,469 343
計 109 882,065 331

５
月
の
子
牛
市
場

　
５
月
19
日
に
雌
72
頭
、
去
勢
94
頭
、
計
１
６
６
頭
の
上

場
に
よ
り
、
令
和
８
年
５
月
の
西
部
家
畜
市
場
が
開
設
さ

れ
ま
し
た
。
今
月
も
多
く
の
購
買
者
に
来
場
い
た
だ
き
活

発
な
取
引
が
行
わ
れ
、
平
均
価
格
が
雌
８
２
４
千
円
（
前

回
比
１
０
８
％
）、
去
勢
９
２
４
千
円
（
前
回
比
１
０
０
％
）、
計
８
８
２
千
円
（
前
回
比

１
０
４
％
）
と
前
回
よ
り
も
値
上
が
り
と
な
り
ま
し
た
。
今
後
も
購
買
者
に
支
持
さ
れ
る

よ
う
①
発
育
良
好
な
牛
、
②
肋
張
り
の
良
い
牛
、
③
肢
蹄
の
し
っ
か
り
し
た
牛
を
目
指
し

て
「
子
牛
飼
い
方
手
引
き
」
の
実
践
に
努
め
て
頂
き
ま
す
よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。

　
次
回
の
市
場
開
設
日
は
令
和
８
年
７
月
14
日
㈫
、
セ
リ
開
始
時
間
は
９
時
30
分
か
ら
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。
出
荷
を
予
定
さ
れ
て
い
る
方
は
対
象
牛
に
事
故
や
疾
病
等
無
い
よ
う

お
願
い
致
し
ま
す
。

この日は快晴、気温は２５℃。田中
会長も頑張って杵を振ります。

『つき終わったかと思うと次が蒸しあがる』休みなしの繰り返
し、お客様がお待ちかねです。

この日を楽しみに毎回大量に購入されるファンもあり餅
は全て完売しました。（次回は１１月１５日の秋季大祭）
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Ｊ
Ａ
住
宅
ロ
ー
ン
利
用
者
を
対
象
に
「
い
ち
ご
狩
り
」
を
開
催

Ｊ
Ａ
共
済
合
同
表
彰
・

Ｊ
Ａ
し
ま
ね
信
用
事
業
優
績
表
彰
式

Ｊ
Ａ
し
ま
ね
西
い
わ
み
統
括
支
店
ロ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
（
中
谷
賢
太
セ
ン
タ
ー
長
）
は
４

月
25
日
、国
営
農
地
開
発
山
折
団
地
に
あ
る
有
限
会
社
ア
グ
リ
み
と
の
い
ち
ご
ハ
ウ
ス
に
、

Ｊ
Ａ
住
宅
ロ
ー
ン
利
用
家
族
１
６
０
人
（
80
人
×
２
班
）
を
招
き
、
恒
例
と
な
っ
た
い
ち

ご
狩
り
を
開
催
し
、
日
頃
の
Ｊ
Ａ
利
用
に
対
す
る
感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え
ま
し
た
。

令
和
７
年
度
共
済
・
信

用
事
業
優
績
表
彰
式
が
４

月
24
日
、
大
社
町
大
社
文

化
プ
レ
イ
ス
う
ら
ら
館
で

開
催
さ
れ
、
西
い
わ
み
地

区
本
部
か
ら
も
共
済
・
信

用
業
務
の
担
当
職
員
が
出

席
し
優
秀
な
成
績
を
挙
げ

た
職
員
・
店
舗
に
賞
状
が

授
与
さ
れ
ま
し
た
。
受
賞

内
容
は
次
の
と
お
り
で

す
。

【令和７年度ＪＡ共済優績表彰】

特別優績表彰
専任ＬＡ 赤松　　心 六日市支店

複合渉外 山本　　優 津和野支店
原　　亮太 益田中央支店

優績表彰 専任ＬＡ 石川　創士 益田中央支店
大畑　孝介 益田東支店

複合渉外 内田絵理香 津和野支店

ニューパートナー
契約表彰

専任ＬＡ 石川　貴浩 益田中央支店

複合渉外
原　　亮太 益田中央支店
山本　　優 津和野支店
田川ひろの 益田東支店

島根県本部ＪＡ自動車共済損害
調査サービス優秀担当者表彰 澄川　一浩 西いわみ

統括支店

【令和７年度信用事業表彰】
店舗共励
優績店舗
表彰

運用部門 六日市支店

資産形成部門 益田東支店
西益田支店

優績ローン
センター表彰 セット部門 西いわみ統括支店

ローンセンター

傷害奨励
優績者表彰

重点取組項目
達成複合渉外の部

田川ひろの 益田東支店
山本　真衣 西益田支店
内田絵理香 津和野支店

特別優績
支店表彰

つながる
“絆”活動 西益田支店

入園前に主催者の挨拶と、園主の草野祐一さんからいちごの摘みとり時の注意点等について説明を受
けました。

８品種のいちごが高設栽培されています。 色々と食べ比べていただけたでしょうか？



処理物の分別方法処理物の分別方法（分別にご協力お願い致します）（分別にご協力お願い致します）

肥料袋・飼料等
のポリ袋

農業用フィルム
（農ポリ）

農業用フィルム
（農ビ）

あぜ波板・
育苗箱等

○肥料・飼料等の
　ポリ袋
○農業用ポリエチレン
フィルム（農ポリ）
○農業用塩化ビニール
フィルム（農ビ）
○あぜ波板・
	 育苗箱　等

JAしまね 西いわみ地区本部農業用廃プラスチックの回収について

※委任状を書いていただきますので、必ず印鑑（引落しを行う通帳のもの）をお持ちください。
処理経費（130円（税込）/㎏程度）については、回収実績（重量）に応じて、後日請求いたします。

島根県農業協同組合 西いわみ地区本部・石西地域農業用廃プラスチック適正処理推進協議会

回収実施日・時間 回収指定場所

令和
8年７月７日㈫
午前9：00～午前11：30

津 和 野 町
Ｊ Ａ 津 和 野 経 済 セ ン タ ー
Ｊ Ａ（旧） 山 下 出 張 所
Ｊ Ａ 日 原 支 店

吉 賀 町 Ｊ Ａ 柿 木 事 業 所
Ｊ Ａ 六 日 市 支 店

令和
8年７月21日㈫
午前9：00～午前11：30

益 田 市

Ｊ Ａ 営 農 セ ン タ ー
河 成 集 荷 場
益 田 開 発 研 修 セ ン タ ー
Ｊ Ａ 美 都 事 業 所
Ｊ Ａ 匹 見 事 業 所

回収対象物回収対象物

処理都合上、紙製品は回収できません。入れ物として持って来られた場合でも、
中身を出してお持ち帰り頂きますのでご理解ご協力お願い致します。

荷造りに荷造りに
あたってあたって
の注意点の注意点

回収できない回収できない
ものについてものについて

荷造りは、処理の際に取扱いやすいよう、10ｋｇ程度の大きさにし、縛って下さい。

月 日 時 間 地 区 場　　所

7月2日
（木）

９：３０～ 美 都 仙道　加藤正良様　圃場(公民館裏)
１１：００～ 美 都 丸茂　丸茂郷自治会館
１３：３０～ 益 田 東 益田東支店２階会議室

7月3日
（金）

１０：００～ 中 西 中西事業所会議室
１３：３０～ 真 砂 真砂事務所
９：３０～ 柿 木 白谷公民館
１１：００～ 六 日 市 六日市カントリーエレベーター
１３：３０～ 六 日 市 広石上集落営農組合作業場
１５：００～ 六 日 市 樋口地区集会所前

7月6日
（月）

９：３０～ 西 益 田 小俣賀ゲートボール場
１１：００～ 西 益 田 白岩多目的集落センター
１３：３０～ 西 益 田 向横田　椋木氏ハウス付近
１５：００～ 西 益 田 大滝集会所前
９：００～ 津 和 野 ＪＡ山下倉庫前
１０：３０～ 津 和 野 ＪＡ鷲原米倉庫
１３：３０～ 日 原 ＪＡ日原経済出張所２階

7月7日
(火)

９：３０～ 石 谷 石谷老人福祉センター
１１：００～ 広瀬・澄川 持三郎集会所
１３：３０～ 三 葛 三葛体育館
１７：３０～ 匹 見 半田自治会館

令和8年産米  穂肥講習会スケジュール
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西いわみ地区本部からのおしらせ

★作品は、お一人（一世帯）一句の掲載とさせていただきます。（多くの作者の作品掲載を基本とするため）　
★『あなたが選ぶイチオシの句』　お気に入りの一句を選んで、はがきに〇〇さんの句と記入してお送りください。
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掲
載
は
到
着
順

８月の俳句のお題は「蝉」です。ご応募お待ちしております
●葉書に　俳句か川柳かを明記してください。　住所、氏名、電話番号をご記入ください。
●あて先　〒698-0024　益田市駅前町15-1　JAしまね 西いわみ地区本部 企画総務部 総務ふれあい課

応募
方法

俳
句
・
川
柳
❖締切❖
令和８年
７/15

（当日消印有効）

年金定期便、年金手帳、印鑑、裁定請求書、年金証
書等をお持ちいただくと、より具体的な相談ができます。
はじめての方や、現在受けている年金に疑問をお持ちの
方もお気軽に相談でき、秘密は固く守られます。
ぜひ会場にお越しください。

西いわみ地区本部 西いわみ統括支店 金融課年金相談センター（0856-22-8680）は、
平日（8：45～17：00）いつでもご相談いただけます。

7月の無料年金相談会
～お気軽にご相談を～

77月月44日㈯ 六日市支店日㈯ 六日市支店
9：00～12：00　JA年金相談員9：00～12：00　JA年金相談員

川柳 旬の春　筍ごはんを　古古米で （津和野町　　日熊　春子さん）あなたが選ぶ イチオシの句
4月号お題(筍) ★喜村信江さん、籾山敏子さん、小笠原かよみさん、岡﨑雄一さん、田中千代子さん、柳井文江さん、大羽克己さんの句にもイチオシがありました。
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益 田 市農業再生協議会事務局（市農林水産課内）	 ☎0856-31-0316　〒698-8650 益 田 市 常 盤 町1-1
津和野町農業再生協議会事務局（津和野町役場農林課内）	☎0856-72-0653　〒699-5605 鹿足郡津和野町後田ロ64-6
吉 賀 町農業再生協議会事務局（吉賀町役場柿木庁舎産業課内）	☎0856-79-2213　〒699-5301 鹿足郡吉賀町柿木500-1

□　�経営所得安定対策では、担い手農家の経営の安定に資するよ
う、諸外国との生産条件の格差から生ずる不利を補正する交付
金（ゲタ対策）と、農業者の拠出を前提とした農業経営のセー
フティネット対策（ナラシ対策）を実施しています。

□　�さらに、飼料用米、麦、大豆など戦略作物の本作化とともに、
地域の特色を活かした魅力的な産地づくり、高収益作物の導入・
定着等を進め、水田のフル活用を図る水田活用の直接支払交付
金を実施しています。

令和８年度 経営所得安定対策等交付金の
申請はお済みでしょうか？

申請に必要な書類
①経営所得安定対策等交付金申請書
②令和８年産水稲生産実施計画書（本人控え）
③交付金振込先の通帳の写し

◎提出先・問い合わせ先／お近くの地域農業再生協議会まで、お気軽に問い合わせください。

申請受付期間
令和８年４月下旬ごろ～
令和８年６月26日㈮※必着
※�提出期限は、各地域農業再生協議会で異なり

ますのでご確認ください

棚卸につき店舗休業棚卸につき店舗休業のお知らせのお知らせ
・益田グリーンセンター
・グリーンセンターひまわり　・グリーンセンターしろやま
・柿木事業所・六日市グリーンセンター

6/306/30㈫㈫
下記の店舗での休業をご案内いたします。



より充実した検査内容で、皆さまの健康づくりをサポートします

より充実した検査内容で、皆さまの健康づくりをサポートします

農業者と女性部のための”特別な健診”

農業者・女性部健診のご案内担い手人間ドック担い手人間ドック のご案内 のご案内

農業者・女性部健診農業者・女性部健診 のご案内 のご案内

9月28日（月）	津和野温泉なごみの里 定員40名

11月26日（木）	旧オーエムツー事務所 定員50名

11月27日（金）	旧オーエムツー事務所 定員20名

9月28日（月）	津和野温泉なごみの里�
11月25日（水）	ふれあいホールみと�
11月27日（金）	旧オーエムツー事務所（益田市下本郷町）�
■Ａコース 6,500円
■Ｂコース 4,000円

オプション
検査

ヘリコバクター・ピロリ抗体検査� 2,100円
腹部エコー検査� 3,700円
軽度認知障害スクリーニング検査� 22,000円

申込方法 申込書をご記入の上、お近くのJA各支店にご提出ください（FAX送付での申込みも可能です）

申込方法 申込書をご記入の上、各支店または営農企画課（TAC）にご提出ください〈FAX可〉

ＪＡしまね 西いわみ地区本部　総務ふれあい課 TEL 0856-22-1589

短い受診時間
約1時間
お忙しい方に
特におすすめ

検査内容充実
30項目〈Aコース〉
一般的な国保健診に
大切な検査をセット

リピート多数
毎年700人以上受診
多くの皆さまに受診
いただいています

短い受診時間
約1時間
お忙しい方に
特におすすめ

検査内容充実
45項目

がん検診項目（肺・胃・大腸）を
はじめ多数の項目をセット

受診者多数
令和７年度1,265人受診
多くの担い手の
皆さまが受診

申込締切

6月30日（火）
ご家族も

お申込みいただけます
（ご家族揃ってお申し込みください）

申込締切

6月30日（火）
ご家族も

お申込みいただけます
（ご家族揃ってお申し込みください）

おすすめポイント

おすすめポイント

新たな検査を導入します

がんのリスクを発見する手掛かりになり、
診断や治療効果判定に役立ちます
※CA125は女性専用の検査となります
※腫瘍マーカーのみの検査はできません（AコースまたはBコースの受診が必須）

がんのリスクを発見する手掛かりになり、
診断や治療効果判定に役立ちます

腫瘍マーカー検査 新規導入

腫瘍マーカー検査 新規導入（オプション検査）

検査内容をリニューアル
4 4 4 4 4 4

します

日程・
会場

日程・
会場

受診
料金

（Aコース・Bコース限定）
男性…CEA　　女性…CEA，CA125

男性…CEA，CA19-9，AFP
女性…CEA，CA19-9，AFP，CA125

受診特典あり
JAおさいふカードに
ポイント付与

13,000円 オプション
検査

ヘリコバクター・ピロリ抗体検査	 2,100円
肝線維化マーカー検査	 2,200円
腫瘍マーカー検査〈男性〉	 4,500円（CEA，CA19-9，AFP）
腫瘍マーカー検査〈女性〉	 6,000円（CEA，CA19-9，AFP，CA125）

受診
料金

受診特典あり
JAおさいふカードに
ポイント付与

表示価格は全て税込です。

症状がなくても、症状がなくても、
見つかる病気があります。見つかる病気があります。
あなたと大切な人のために、受診してください。あなたと大切な人のために、受診してください。

20

西いわみ地区本部からのおしらせ



21

西いわみ地区本部からのおしらせ

5月からはじめる

熱中症熱中症
対策対策
熱中症熱中症
対策対策

熱中症は夏に起こるものと思っている方も多いのでは
ないでしょうか。実は熱中症は梅雨入り前の５月頃から
発生します。特に５月はまだ汗をかくことに体が慣れて
いません。そのため、急に気温が高くなると発汗がスムー
ズにいかず、熱中症リスクが高まります。暑くなる前に、
熱中症の原因と予防方法を再度確認しておきましょう！

熱中症とは、暑さが原因で起こる体調不良の総称です。
人は熱の産出や放散することで体温が37℃前後にな
るように体調管理をしています。しかし、熱中症にな
ると、そのバランスが崩れ急激に体温が上昇して、さ
まざまな症状を引き起こしてしまいます。

熱中症とは

熱中症の症状

熱中症が起こる３つの要因

熱中症にならないための５つの行動

・めまい
・筋肉痛・筋肉の硬直
・手足のしびれ
・気分不良

軽症（応急処置で対応可能） 重症（入院して集中治療が必要）中等症（病院への搬送が必要）

【行動】
・激しい運動
・慣れない運動
・長時間の屋外作業
・水分不足

【環境】
・気温・湿度が高い
・風が弱い・日差しが強い
・エアコンがない
・急に暑くなった日

【身体】
・高齢者・乳児・肥満体型
・持病（糖尿病、心臓疾患）
・脱水症状（下痢・発熱等）
・体調不良（二日酔い・寝不足）

・頭痛
・吐き気・嘔吐
・倦怠感
・虚脱感

・意識障害
・痙攣
・手足の運動障害
・高体温

①衣服を
　工夫する
ゆったりとした
通気性の良い服で！

④暑い日は
　頑張りすぎない
適宜、休憩をとり、
頑張りすぎない！

⑤十分な
　睡眠を取る
睡眠不足だと
体温調節機能障害に！？

②日差しを
　避ける
日傘や帽子で
直射日光を避ける

③こまめな
　水分補給
のどが
渇かなくても、
意識的に給水を！

資料提供：ＪＡ島根厚生連
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